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ソ連邦科学アカデミーの戦時疎開に関する一考察

市川 浩

1 .研究の課題と方法

イギリス，フランスなど西欧近代社会において“科学アカデミー"は，

科学者という社会的集団の形成，その社会層としてのアイデンティティー

の確立に大きな役割を果たしながらも，のちには急速に名誉職機関と化し

ていった(1)。しかしながら， I日ソ連邦において(いくぶんかは帝政ロシア

においても)科学アカデミー (AKaJ1，eMH51HaYK) は，国の学術研究機能を総

括する，実践的な機関として科学者のうえに君臨しつづけた。他方， 1992 

年の科学技術政策省設置にいたるまで，旧ソ連邦(および，その解体後の

ロシア)は国家機構に独立した科学技術官庁を欠いていた。科学アカデ

ミーがそのかわりを果たしていたのである。旧ソ連邦の大学・高等教育機

関がほぼ教育機能に特化していたのにたいして，ソ連邦科学アカデミーは

傘下に多くの先端的な学術研究機関を集めることで，一国の研究活動全般

の展開に圧倒的な影響力を発揮する，他の国にはない特有の組織となっ

た。旧ソ連邦が核開発など，いくつかの分野で世界に卓越する科学力と技

術を誇っていたことを考えあわせるとき，科学アカデミーのソ連邦史にお

ける役割，組織，社会的・政治的なありょうを分析することは科学社会学，

科学技術史の重要な研究課題である。

その科学アカデミーは， ドイツ箪の旧ソ連邦領内侵入にともない，史上

類例を見ない規模での疎開を実施する。モスクワ，レニングラード(現，

サンクト二ペテルブルク)から多数の傘下研究機関がカザン市，その他へと

移転し，新しい環境で旺盛に戦時研究などに取り組むことになった。この

疎開は科学アカデミーとその傘下研究機関にどのような変化をもたらした

のであろうか。
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戦時下の科学アカデミーについては，旧ソ連邦時代には，戦時下におけ

る科学者の活動がいかに対独戦勝利に貢献したか，という見地から顕彰目

的の歴史叙述が行われてきた(2)。こうした傾向は，ソ連邦が解体し，ほぼ

20年を経過した現在も大きくは変わらず，新しく公表された資料を活用

し，例えば，個々の科学者のソヴィエト権力に対する内心の態度，科学者，

あるいは科学者グループ。の思惑，権力の側の行動の含意など，新しい事実

を明らかにしつつも，全体としては戦時下の科学者の貢献を顕彰する傾向

がいまだに大きい(3)。

第 2次世界大戦期のソ連科学者の動向に大きな関心を寄せた西側の研究

者にA.ヴチニッチ(4)がいる。ヴチニッチは，戦争によりソヴィエト科学が，

その研究施設・設備，研究者の生命・健康などの点で巨大な損失を蒙りな

がらも，工場の東方疎開，鉱物資源探査などの点で勝利に大きく貢献し，

そのことを通じて科学アカデミーの組織拡大，ソ連邦のほぼ全域におよぶ

集権的な科学者の自治的制度の確立を実現し，総じてソヴィエト社会にお

けるその権威を高めたとしている。彼の場合，しかし，主著の執筆時期の

時代的制約から，ソ連邦時代にソ連邦で出版されたものを主な資料として

いるため，科学者による自己顕彰という，当時のソ連邦に根強く存在した

雰囲気をそのまま基調とすることになっている。

そのようななか，ソ連邦解体以降の新しい資料的条件のもとで，第 2次

世界大戦期のソ連邦の科学者の行動に大きな意味を見いだそうとしたのが

N.クメンツオフ(5)である。

彼によれば，第 1次世界大戦期以降実践的性格を強めた科学アカデミー

を中心に科学者たちは独自の利害集団を形成していたが，第 2次世界大戦

期になると，彼らは権力との聞に新しい関係をつくりだし，やがて冷戦の

進行とともにその“新しい関係"は深まりを見せ，フルシチョフ政権の前

半の時期，ついに科学者と権力との“共生"関係はひとつのエスタブリッ

シュメントとして完成する，ということになる。

クレメンツオフは，戦争がソヴィエト社会にもたらした 2つの重大な変
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化として，党=国家官僚集団の自信喪失とそれに反比例するかたちでの国

民生活のさまざまな分野における“専門家"の権威の回復・上昇，大々的

に繰り広げられた戦時入党キャンペーン=新規入党者の激増による党員構

成の大幅な変化がもたらした党のイデオロギー的一体性のほころび，を挙

げ，このような「あらゆる分野における党職員の没落と専門家の興隆J(6) 

は，当然，科学の諸分野でも進行し，かれらはその自律性を高めると同時

に，政府によっていくつかの人民委員部(省)の幹部や高級土官に登用さ

れたことを契機として，ソヴィエト権力との一種の“共生"関係に入って

いった，としている。

科学者のソヴィエト社会における全体としての地位上昇は事実であろ

う。しかし，このような地位上昇は例外なくあらゆる科学の分野にまで及

んだであろうか。クレメンツオフもその他の研究も，多くが，戦時下のソ

ヴィエト科学者をめぐる特徴的な事例を挙げることでこうした結論を導出

しているが，戦争の影響はあらゆる科学者集団，具体的には科学アカデ

ミー傘下の研究機関に一様に現われたわけではない。クレメンツオフらが

挙げた事例に漏れたものも含め，科学アカデミー傘下研究機関への戦争の

影響について包括的な調査が必要であろう。
インスチトゥート

開戦時，ソ連邦科学アカデミーはすでに計47の研究所(Y:IHCTHTYT) を擁
ラボラトーリヤ

していた。また，研究所のほか，研究所(刀a60paTOpH51:通常 r研究室」

と訳される語で，インスチトゥートに比べかなり小規模な，単一の研究ユ

ニットを指すが，独立した研究機関としての性格が強いので，このように

訳した)，地学・天文学系の観測施設などを含めると，戦時に疎開を経験し

た傘下研究機関は計85機関におよんだ(7)。そのため，このような課題を立

てた場合，調査対象が著しく多くなるうえに，戦時の混乱のため，資料が

系統的に残されているとは限らず，困難が予想されるがゆえに避けられて

きたと考えられる。

文書館の記録類(公文書， ドキュメント，データ等)から正確な史実を

再構成するため，筆者は， 2006年度から2009年度にいたるまでの間， (財)三
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菱財団， 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)，および， (財)日本証

券奨学財団の援助をえて， 9回にわたりロシアに出張し，ロシア科学アカ

デミ一文書館 (ApXHBPOCC目前CKO白AKa，Z1.eMHHHaYK :以下， APXHB PAHと略記入

ロシア科学アカデミ一文書館サンクトニペテルブルク支部 (Ca目玉T-neTep6ypr-

CKH首相耳目印 ApXHBaPOCCHHCKO首AKaneMHHHaYK APXHB P AH 以下，日φA

PAHと略記)，カザン国立大学・大学史記念館側Y3eHHCTOpHH Ka3aHCKOrO 

rocy，Z1.apCTBeHHoro yHHBHpcHTeTa :以下， MY3e品Kryと略記)，ロシア科学アカデ

ミーウラル支部学術文書館 (HayqHhIIIAPXHB YpaJIbCKOrO OT，Z1.eJIeH聞PoCC凶 CKO首

AKa，Z1.eMHH HaYK) ，アー・エフ・ヨッフェ名称物理工学研究所 (φM3HKO-

TeXH閉 eCKH訪問CTHTyTHM. A.φ.110仲 ePocc踊 CKOHAKa府 間HHaYK :以下， φTl1と

略記)文書館，ヴェー・ゲー・フローピン名称ラジウム研究所(Pa，Z1.HeBhI負

聞 CTHTyTHM. B. r . Xno皿醐:以下， Pl1と略記)で資料調査に従事し，ソ連邦

科学アカデミー幹部会 (npe3H，Z1.HYM赴-ICCCp) のほか，計25カ所におよぶ

ソ連邦科学アカデミー傘下の自然科学・工学系研究機関について，戦時中

の動向を調査した。先述のように，ソ連邦科学アカデミーは当時，計47の

研究所を擁していたが，このなかには，本研究の対象とならない，人文・

社会科学系の研究所も多く含まれている。筆者がモスクワのロシア科学ア

カデミ一文書館のリストで確認したところ，第 2次世界大戦期にすでに存

在していた自然科学・工学系研究所は31カ所である。 6研究所については

資料的制約などから調査できなかった(8)ものの，筆者が調査しえた25研究

所は自然科学・工学系研究所の大多数にあたる。

筆者はこれら25研究所に関する調査結果を 3部の調査研究報告書のか

たちにまとめ，公刊してきた(9)。研究所ごとの戦時疎開の様子，戦時期の

活動の詳細についてはこれら調査報告書に譲ることにして，ここでは筆者

による調査結果の要約をしめすことで，戦時疎開を中心とする科学アカデ

ミー傘下研究機関への戦争の影響を多面的に探ることとしたい。

調査対象となった25研究所のうち，戦時中新たにモスクワで設立された

結晶学研究所(l1HCTHTYTKpHCTaJIJIOrpaφHH) を除く 24研究所については，そ
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の疎開の態様に応じてグルーピングが可能であると思われる。すなわち，

モスクワからカザンに疎開した10研究所，モスクワからスヴェルドロフス

ク(現，エカチェリンブルグ)に疎開した 3研究所，レニングラード(現，

サンクト=ペテルブルグ)からカザンなどに疎開した 7研究所，モスクワか

ら中央アジア諸都市に疎開した 4研究所の 4グループである。以下では，

各グ、ループごとにその概要を見てみることとしたい。その際，とりあえず

本稿では，結晶学研究所を考察の対象外とすることにする。

なお，注記にあたっては，原資料のひとつひとつを挙げることがあまり

に煩墳となる場合は，上記 3点の拙稿の該当箇所を挙げることとした。原

資料についてはこれら拙稿を参照していただきたい。また，原資料として

文書館文書を挙げる場合，それらは，一般に， Iフォンド (φOH，ll:φ ス

トック)J ， Iオーピシ (OmfCb:On. 目録)J ， Iジェーロ句eJIo:ll. ファ

イノレ)J という 3層の区分に従って整理されている(Iジェーロ」について

は，そのかわりに“E，ll問問問 xpaHe聞が E，ll.xp. (エジニッツァ・フラニェー

ニア=保存単位)"や単に“No.No.(番号)"が使われている場合がある)

が，ここでは，引用する文書の題名を“"で括って示し(題名をもたない

書簡の場合はこの限りではない)，それが所収されている「ジェーロ(ファ

イノレ)Jの表題をゆに括って示すことにする。そして，引用した文書館資料

がどこの文書館のどのフォンド，どのオーピシ，どのジェーロに整理され

ているかはそれぞれの引用注の末尾に//に括って示しておく。その際，文

書館名等は略称、で示しておく。凡ないし， JIJI.はシート番号を示す。なお，

文書館資料については，報告作成者名，執筆者名をイタリックで示すこと

はしていない。ロシア人の名前はその初出箇所で原綴りをしめしておいた。

とくに著名な人物には生没年など，必要な事項も記入している。文書館な

どにおける資料保存の状態，公開度等によって，資料調査に制約が生じる

場合も数多くあった。また，研究所ごとに報告書の類の書式が違い，比較

考量すべき事項が，研究所によっては記載されていない例も多い。さら

に，資料の痛みがひどく，判読が難しい箇所も往々にして存在する。一部
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に意を尽くせぬ憾みがあるが，読者のご寛恕をお願いする次第である。

IT.モスクワからカザンに疎開した研究機関

まず，モスクワからカザンに疎開したグループであるが，これにはペー・

エヌ・レーベジェフ名称、物理学研究所(伽附CKHH聞 CTHTYT剛.n. H. JIe6et(eBa) ， 

アー・ヴェー・ステクロフ名称数学研究所(NlaTeMaT別 ec間前I1HCTI1TyT11M. A. 

B. CTeKJIOBa) ，有機化学研究所(I1HCTI1TYTopra四郎0負担問11)，一般・無機

化学研究所(I1HCTI1TYT06山eH11 Heopr御llIeCKO負担抑制)，力学研究所(I1HCTI1TYT

即刻醐但)，物理問題研究所(I1HCTI1TYT仰3H4eCKI1Xrrp06JIeM)，ゲー・エム・ク

ルジジヤノフスキー名称エネルギー学研究所 (3HepreT閉 ec問品開C叩 ηT11M. 

r.M. Kp畑涼佃OBCKoro)，鉱物性燃料研究所(出CTH可Trop町四XI1CKOrrae地 .IX)， 

理論地球物理学研究所(I1HCTI1TYTTeopeT附 CKO註r印刷3醐)，コロイド電気化

学研究所(I七四回0-3.尻町oXl1MH4ec副聞CTI1TyT:戦後すく二物理化学研究所

一地CTI1TyT仰3閉 eCKOHXI1則Hーに改組される)が含まれる。これらの研究所

は7月22日より順次カザンその他に疎開していった。疎開は，空前の規模

で実施され， 10月末'"'-'11月初めには完了した(10)。さらに， 1941年秋， ドイ

ツ軍がモスクワに近づくなか，第 2陣の疎開が実施され，結果として，カ

ザンには，モスクワ以外の土地から疎開してきたもの，人文系のものも含

めて， 33の研究機関，約2，000人の研究員が移り住むこととなった(11)。

カザンでの科学者の受け入れのために，科学アカデミーと現地の共産党

(ボリシェヴィキ)タターノレ州委員会との合同委員会が設置された。委員

長には科学アカデミーの側から副総裁シュミット (0.fO.山MI1t(T : 1891-

1956)が，副委員長には党州委員会書記のアベツェダルスキー (A.A. 

A6eu，et(apc間前)が就任した。カザン国立大学ではアルブーゾフ (A.E. Ap6Y30B) 

が科学者を接遇した。カザン国立大学の舞台・体育館ホールは200名を収容

する寮となった。こうした急作りの“寮"のほか，市内各地の空き家屋を

科学者に割り当てる住居委員会が組織され，アルブーゾフが委員長となっ

た。しかし，カピッツァ (n.JI.Karrl1u，a:1894-1984. 1978年，ノーベル物
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理学賞受賞)，ヨッフェ (A.φ.110仲 e: 1880-1960)，シュミット，タム(凶.

E. TaMM : 1895-1971. 1958年，ノーベル物理学賞受賞)，アルツィモーヴイツ

チ(凡A.APlI.HMOB別:物理学者， 1909-1973)，オルベリ(凡A.Op6eJIH:生

理学者， 1882-1958)一家がまとめて 1軒の家に居住するなど，狭障な空間

に多数の科学者が押し込められていたことに違いはない(130 加えて，燃料，

電力はたえず不足気味であった。食糧の配給は，当初ひとり 1日パン600

g，のち，肉体労働者と同等の800gとされた(130

一例を挙げると，物理学研究所のソボレフ (H.H. C060府 B) には，本人，

妻と息子 1人にたいして 6rrfが割り当てられ， 1室を斜めに布で仕切っ

て， 2家族で暮らしていた。パンの配給量はしばしば“権利のうえでのこ

と"となり， 1日400gにまで切り下げられたこともあった。おかずは，い

つも，エンドウ立のスープかカーシャ(ロシア風粥)，またはジャガイモの

カツレツなどであった(140

カザンへの疎開にともない，物理学研究所は急速にその研究態勢を転換

し，同地で盛んに戦時研究を実施した。困難はあったものの，一定の資金

的条件にも恵まれ，研究は活発に遂行された。直接的な戦時研究の諸課題

は，戦局の好転もあいまって，しだいに計画完了を迎えるようになり，研

究所もモスクワへの帰還を果たしたものの，モスクワでの研究条件の諸制

約から，実践的意味合いの大きい研究課題に取り組む必要に迫られ，研究

態勢の実践性は解消されなかった(15)。

数学研究所もまた，疎開を機に研究の実践性をいちじるしく強めること

になる。研究所は，弾道学，航空工学，海洋電波工学などの軍事関連分野

に関わる一連の応用研究を請けおい，それらに関する膨大な計算課題を成

し遂げるために“機械計算センター"を開設したことによって，軍事研究

機関，準軍事的研究機関共同の計算センターとしての役割を果たしてゆく

ことになった。戦後ただちに着手された核開発研究のなかで，こうした役

割は固定化され，より大きなものとなっていく(16)。

金属の腐食防止法の研究など，やはり実践性の高い研究を展開していた
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コロイド電気化学研究所も疎開を契機に，直接的な軍事的課題に取り組

み，さまざまな分野へと研究を展開させていった。この研究所は扱う領域

の拡大に伴い，構成を変化させ，戦後すぐ，物理化学研究所へと改組され

る(17)。

有機化学研究所は，カザンで合成ゴム，合成樹脂など高分子合成に関す

る研究をはじめ，実用性の高い開発研究に旺盛に取り組んだ。開戦直前，

同研究所の常勤職員は213名と，科学アカデミーでも最大級の研究機関で

あった。兵役その他により， 1942年 1月 1日現在で190名といささか減員と

なったものの， 1943年 1月 1日には210名， 1945年の戦争終結時点では250

名と，戦争の期間を通じて着実にその規模を拡大していった(18)。

一般・無機化学研究所は1941年 6月に疎開し， 1943年 5月からモスクワ

に帰還をはじめている。対毒ガス液状除毒剤，対戦車火炎瓶の燃料，防火

水槽づくりのための液体不透性顔料の開発をはじめ，金属を含む欠乏物資

の代替品開発，原材料不足のなかでの代替製法の開発など，盛んに戦時研

究に取り組んだ(19)。

力学研究所はレニングラードにも基盤をもっていたが，その“レニング

ラード・グループ"は1941年 9月には無事カザンに到着，モスクワからの

本隊も11月には移転を完了した。カザンでは，航空機に関する流体力学の

研究，機械・建造物の振動に関する研究などの軍事研究に取り組んだ。 1942

年には砲兵装備，弾薬に関する“特別なテーマ"実現のために 6名からな

るグループが編成されたが，このグループと軍部との密接な結びつきを保

障するために，研究所の大学院生を軍籍に入れ，連絡にあたらせている倒。

著名な物理学者，カピッツアを所長とする物理問題研究所は，戦時中，

焼夷弾の原料ともなり，冶金業でも広範に活用された液体酸素の大量供給

を可能にする装置の開発を中心課題としている。しかし，戦争の終結が近

づいた段階で，ランダウ(乃.Jl. JIaHs，ay， 1908-1968. 1962年，ノーベル物理

学賞受賞)による液体ヘリウムの超流動状態に関する研究など，戦前から

取り組んでいた理論的課題への回帰が急速に進んだ問。
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エネルギー学研究所はカザンに疎開しつつも，科学アカデミー総裁コマ

ロフ (B.JI. KOMapOB :横物学者， 1869-1945. 1936-1945，科学アカデミー総

裁)からの要請によって，軍需工場が集中することになったウラル地方に

おけるエネルギー事'情の改善に取り組んだ。ボイラーの生産性向上，電力

供給の中断排除など，極めて実践性の高い研究に打ち込むとともに，ソ

ナーに捕捉されない魚雷推進機関用ボイラーの研究など，軍事に直結した

秘密研究にも取り組んでいる問。

鉱物性燃料研究所は，高オクタン価ガソリンの供給法，アメリカ型スー

ノミー・ガソリンの製造法，それらのための新しい触媒の開発など，総じて

効率的な石油分解法の探求を大規模に展開した倒。

理論地球物理学研究所は，疎開に関する指示の文面に不明瞭な部分があ

り，結果として，モスクワに相対的に多くの研究員・職員を残存させるこ

ととなった。この研究所のカザンにおける活動についてはよくわからない

が，モスクワへの帰還が進む1943年秋の段階で研究員の一部は石油関連の

調査のため，ウーファやイシンパイに派遣されていることから，戦時にお

ける資源探査に何らかの貢献をしようとしていたものと考えられる。

m.モスクワからスヴ、エルドロフスクヘ疎開した研究機関

1941年6月24日，すなわち， ドイツ軍のソ連侵攻開始から約 1ヶ月後，

モスクワ，レニングラードに立地していた科学アカデミーの研究機関は 7

月22日より順次カザンその他に疎開していった。疎開は，空前の規模で実

施され， 10月末"-'11月初めにはほぼ完了した。高齢者が多い科学アカデ

ミー会員は当初カザフスタンに送られる予定で、あったが，総裁コマロフは

移動の途中 3日間立ち寄ったスヴェルドロフスク(現，エカチェリンブル

ク)にとどまる決意をし，以降スヴェルドロフスクは科学アカデミー第 2

の集中疎開先となった凶。

1942年末には，総計15の科学アカデミー諸機関がスヴェルドロフスクに

立地していた。しかし，そのうち， 4機関は，大戦前から当地に立地して
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いたものであり，科学アカデミー幹部会，科学アカデミー・諸支部=拠点

協議会 (COBeTφHJIJlliaJIOBH 6a3 AKa，lleMJm HaYK) ，および，科学技術プロパガ

ンダ協議会 (COBeTAKa，lle剛 rroHayqHO-TeXHWIeCKO訪日porraraH，lle)の立地は総裁

コマロフの当地残留の必然的な結果である。当地に疎開した常設の研究機

関は，モスクワから疎開してきた，冶金学研究所 (11HCTHTYT附 TaJIJIyprHH) ， 

鉱山学研究所 (11HCTHTYTrOpHOrO ，lleJIa) ，地学系諸科学研究所 (11HCTHTYT

reOJIor閑 ecIillXHaYK) の 3研究所のみであり，これらがいずれも大きな意味

で地学，資源科学と関連したものであったことから，科学アカデミー・地

学=地理学部 (UT，lleJIeHHereoJIOrO-reorpaφHQeCKHX HaYK AKa，lleMJm HaYK) と「ウ

ラル・西シベリア・カザフスタン資源の国防目的動員委員会 (KOMHCCIDlrro 

Mo6HJIH3aU;HH peCypCOB YpaJIa， 3arra.朋 0詰CH6HPHH Ka3axcTaHa Ha H)1)K，llbI 060pOHHbI) J 

がこれらに伴ったかたちとなった倒。

スヴェルドロフスク市はもともと伝統ある工業都市で、あったうえに，戦

争の勃発とともに数多くの工場が疎開し， r日ソ連邦最大の軍需工業地帯=

後方兵枯基地となっていた。市内最大級の高等教育機関で，巨大なキャン

パスを誇るウラル工業専門学校 (YpaJあC酬 rrOJIHTeXH閉 eCK凶 HHCTHTYT)のホー

ルや教室には工作機械がところ狭しと並べられ，疎開してきた施設をこれ

以上受け入れるスペースはなかった。そのため，カザンに疎開した研究機

関がカザン国立大学構内諸棟を中心に配置されたのに対し，スヴェルドロ

フスクでは諸機関は市内の各所に散在するかたちで配置された。数多くの

科学者を迎えるために，スヴェルドロフスク州執行委員会(地方政府)は

議長ミトラーコフ (11.JI. MHTtaKOB) の決定により，新たに500トンの野菜

の供給，および，その保管場所の確保，ジャガイモ400トンを入れる地下貯

蔵庫の新設を指示した倒。

冶金学研究所は，移転を済ませると，チュソフスコエ冶金工場をはじめ

とする諸冶金工場への技術指導・援助に取り組み，東部諸鉱山産出の貧マ

ンガン鉱の利用法など，きわめて実践性の高い研究に打ち込み，戦利品金

属の分析にも従事した。研究所は，モスクワに帰還後，鉄鋼，非鉄金属冶
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金学，冶金工程，高周波電熱工学，金属物理学関係の新しい研究分野とそ

のための実験装置群を入手し，その規模は大幅に拡張された問。

鉱山学研究所は，いったんはカザンに疎開することとなされながら，急

にスヴェルドロフスクに疎開先が変更され，一定の混乱も見られたが， ド

ネツ炭田，クズネッツ炭田の復興をはじめとして，諸鉱山企業への援助活

動に集中した倒。

その成立の経過からくどい名称、をもつこととなった地学系諸科学研究所

であるが，戦争がはじまった夏期はそもそも現地調査の季節であり，多く

の研究員がウラル，カフカーズなど各地に調査に出かけていた。戦争が始

まると，多くの研究員はそのままそれぞれの派遣先で，あるいは派遣先か

らパシキール，カザフスタン，東シベリアなどに移り，国防資源開発を目

的とする地学資料の収集にあたった。研究所本体はスヴェルドロフスクに

置かれることとなったが，研究員は，上記の土地以外にもミアス，ウー

ファ，イルクーツクに常駐，さらにウスチ=カメノゴルスク，ノヴォシピリ

スクなどにも展開しており，研究所としての一体性は失われた。こうした

現地調査のため，研究所には膨大な数の地学資料が集められ， 1944年にな

ると，そうしたものの分析結果や現地調査に関する報告類の執筆・編集作

業が膨大なものとなった。このため，研究所は多くの定員外職員を新規に

雇用することとなり，モスクワに全員が帰還した1944年 1月，研究所の総

職員数は165名であったのに対して， 5月にも216名にまで増員されたω)。

w.レニングラードからカザンその他に疎開した研究機関

“500日の封鎖"下にあったレニングラードからは，レニングラード物理

工学研究所 (JIeHHHrpa，ZJ.C間前例3HKO-Tex田町C間前 HHCTHTYT)，ラジウム研究所

(Pa，ZJ.HeBhI訪問CTHTYT)，化学物理学研究所(出CTHTYTX酬明CKOH仰3醐)， 

イー・ペー・パヴロフ名称、生理学研究所 (φ'H3Hωor問 ec悶訪問CTHTYTHM. 11.日.

na即 OBa)，ヴェー・エリ・コマロフ名称植物学研究所 (60Ta剛 ec則前日HCTHTYT

HM.B.凡 KOMapOBa)，天文学研究所 (ACT仰HO問問C問詰問CTHTYT) がカザンに，
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動物学研究所 (3ooJIor問民間品問CTH'可T)が中央アジアに疎開した。

多数の市民の犠牲をだしながらも，“500日の封鎖"を戦い，頑強にドイ

ツ軍から町を守り抜いたレニングラードであったが，この都市からの疎開

作業は，党州委員会書記ジダーノフ (A.A. )K，uaHOB : 1896-1948) と北西方

面軍司令ヴォロシーロフ (K.E. Bopo山 間OB: 1881-1969)の判断ミスなどか

ら遅れてしまうことになった(30)0 1934年における科学アカデミーの再編=

モスクワ移転にもかかわらず，開戦直前の段階でも，この都市には計13の

科学アカデミー傘下研究所が所在していた(31)。疎開を比較的早期に実施

し，封鎖の被害が少なくてすんだ研究所にはレニングラード物理工学研究

所と化学物理学研究所がある。この両研究所については， 1941年 7月6日

付で科学アカデミー副総裁シュミットが副首相コスィギン (A.H. KOChIrHH: 

1904-1980. 1964-1980，ソ連邦首相)宛てに書簡を送り，特別の配慮をもっ

て早期にレニングラードを脱出できるように懇請していた(32)。この懇請は

功を奏したらしく，レニングラード物理工学研究所について見れば， 8月

3日に疎開の第 1障が出発している倒。

レニングラード物理工学研究所は，戦時研究として，近接機雷から船舶

を守る方法，すなわち船舶消磁化法の研究，戦車の装甲を保護する格子状

フェンダーの開発，レーダー研究への協力，光電変換素子を利用した暗視

装置の開発，そして“パルチザ、ンの飯盆"として知られる，半導体熱素子

を利用した野外調理機器の開発などに取り組んだ。しかし，より重要なこ

とは， クノレチャートフ (YI.B. KypqaTOB : 1903-1960)をはじめ，アリハーノ

フ (A.YI. AJIHxaHoB : 1904-1970)，フリョーロフ(r.H.φmepOB : 1913-1990) 

など多くの同研究所の研究員が， 1943年初から本格化するソ連邦最初期の

核兵器開発に動員されたことであろう (340

もともと燃焼・爆発過程の化学的・物理学的研究という実践性の高い研

究を進めていた化学物理学研究所は，レニングラードからの疎開の困難さ

に苦しみながらも，従来の研究方向に沿った研究に旺盛に取り組んだ。こ

の研究所は“国家枢要"の研究機関として不動の位置をっくり，その規模
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をほぼ倍加させて，レニングラードではなく，モスクワに帰還した倒。

しかし，このような例外を除くと，疎開の遅れのために多くの在レニン

グラード研究所では，少なくない犠牲者を出しつつ，著しく困難な状態に

陥り，その研究機能を発揮することができなくなってしまうことになる。

ラジウム研究所については，疎開をはじめとする戦時中の活動をしめす

資料の多くが非公開となっており，詳しいことはわからない。しかし，同

研究所が，当時のソ連邦で最新鋭の実験装置とみなされていたサイクロト

ロンをはじめとする研究設備をレニングラードに残してカザンに疎開した

ことを考えると，同研究所の戦争初期における状況にはたいへん厳しいも

のがあったと想像できる。カザンでも， r研究所の仕事のかなりの部分は，

工場やさまざまな企業への技術援助が占めている」側状態で，研究所とし

ての主体的な活動はごく限られていたと考えるべきであろう。しかし，核

開発計画が始動し，また，研究所がレニングラードへの帰還をはたすよう

になると，同研究所はプルトニウム・サンプルの分離など，核開発研究の

一翼を担うこととなる問。

開戦直後の1941年 8月 1日現在，動物学研究所には147名(定員は153名)

の職員が在籍していた。このうち 3名が人民義勇軍に入隊していたため，

実際に研究所で働いていたのは144名であった。 144名中，疎開を予定して

いたものは62名で，残り 85名の職員はレニングラードへの残留を希望して

いた倒。しかし， ドイツ軍による包囲網が築かれ，さらに10月17日， 11月

2日， 11月14，15日， 11月24日と立て続けに空爆による被害を受けるよう

になると，研究所の総移転を望むようになる。ルイロフ (B.M. PbIJIOB) を

はじめとする研究員 6名は連名で，党州委員会書記ジダーノフら州，市の

幹部に宛てて申出書を1942年 1月12日付で提出し，早期の疎開実施を訴え

た(39)。この願いは聞き入れられ 2月8日付で疎開に許可が下りたが，時

すでに遅く，その段階までにルイロフその人をはじめ 3名の研究員を飢餓

と病気で、失っていた倒。しかも，研究所全体をまとめて受け入れる疎開先

が決定したのは4月のことであった。疎開先は「大学のある都市にJとい
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う研究所の希望とは違って，タジクスタン共和国のスターリナバード (1961

年，現在のドウシャンベに改称)になった。 6月24日の段階でスターリナ

ノミードに移転する人員は23名， うち13名は順次スターリナバードに移りつ

つあり，残りの10名は各地に点在していて，これから移動を開始するとこ

ろであるが，レニングラードに残留している部隊とは連絡がまったくとれ

なくなっている，とのことであった倒。

おそらく 1942年 5月頃のものと考えられる資料によれば，その段階で植

物学研究所の在レニングラード所員総数は93名で，そのうち18名のカザン

への疎開が決まっていた。 18名の内訳は，研究室主任4名，教授5名，上

級研究員 5名，初級研究員 l名，その他実験技師などが 7名であり，圧倒

的に幹部が主体で，植物園職員などはそのまま包囲下のレニングラードに

とどめ置かれることになっていた(42)。つまり，この研究所で疎開できたも

のはむしろ少数で、あった。そのため，この研究所では10名を超える死者が

出ている(3)。研究所，それでも，封鎖下のレニングラードでも戦時の物資

欠乏に由来する代替品開発に関連した課題に取り組み，水苔から鯵結材料

をえて包帯に利用することに成功している倒。

天文学研究所の1941年10月 1日現在の定員表によると，この研究所には

35名の研究員 5名の大学院生が在籍していた倒。ほぼ5ヶ月後，所長職

務代行ジョンゴロヴィチ (11.江.)l{oHrOJIOB四)の1942年 3月12日付報告によ

れば，研究員，院生の多くがレニングラードにとどまっていた。この段階

ですでに 9名が亡くなっており， 11名が疎開することに決まっていたの

で，レニングラードで仕事をしていたのは20名にまで減っていた師。 1942

年 6月 1日現在では，研究員は26名(研究所に21名，天文台に 5名)で，

カザンに疎開したものはわずか4名であった倒。 1942年をとおして，天体

位置推算暦を割り出す，膨大な計算作業が展開された。 1944年版『天文年

鑑』はカザンで準備されることになったが， 1943年版『天文年鑑(基本編)j

は，レニングラードにとどまったジョンゴロヴィチらによってレニング

ラードで刊行された問。なお， 1944年中には，研究所は理論天文学研究所
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(l1TCTlITYT TeOpeT問 eCKO詰aCTpoHO附 HAH CCCP) と改称されているω)。

1941年末の段階で，生理学研究所からは研究員・技術職員55名とその家

族76名の計131名(うち， 10名が教授および博士， 16名が博士候補 8名が

研究員， 14名が実験技師， 7名が管理・経営要員 5名が兵役についた所

員の家族)が疎開する途上にあった。この段階でレニングラードにはまだ

生理学研の研究員・技術職員の41名が残留し，そこで仕事を続けていた倒。

疎開は，しかし，計画通りには進まなかった。 1942年4月の段階で疎開先

カザンに到着したものは38名，カザンに向かつて移動中のもの20名，一時

的に他の都市に居留しているもの 6名，そしてレニングラードに残留して

いるものは28名で、あった倒。封鎖下のレニングラードからの研究員の脱出

は続き， 1943年の前半期になると，レニングラードに残留している所員は

16名にまで、減った(51)。当時，所長オルベリは，科学アカデミーの副総裁と

して，生物学部全体に責任をもっており，研究所の機微にいたる指導がで

きる条件はなかった。そのため，新たに所長職務代行にサジコフ (B.C. 

Cal1.HKOB) ，所長職務副代行にショーシン (A.φ.山0山間)が任命された(530

航空機乗組員の疲労防止剤としてのフェナミン摂取の研究，頭骨や脳にい

たる傷を負った場合の両耳の聴覚に関する研究，毒性のある水臆の予防に

関する研究，脳腫療の発症条件とその治療法に関する研究，肺炎のメカニ

ズム研究がすすめられた倒。戦後の1946年，同研究所は再編され，フラン

ク (r.M.<1や出払 1904-1976，1958年にノーベル物理学賞を受賞したイリヤ・

フランク-l1.M.φpa田， 1908-1990ーの兄。:当時，科学アカデミ一通信会

員)を長とする生物物理学研究室，エンゲリガルト (B.A. 3HreJIbrapT :当時，

科学アカデミ一通信会員)を長とする動物細胞生物化学研究室が設置され，

研究員67名，所員総数147名という規模にまで拡張された倒。

v.モスクワから中央アジアに疎開した研究機関

人文系諸機関，生物学系諸機関は中央アジアに送られるようになった

が，このカテゴリーに属する自然科学系研究所としては，レニングラード
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から疎開し，それゆえ前章で検討した動物学研究所のほかに，モスクワか

ら疎開した地理学研究所(I1HCTHTYTreor抑制的，生化学研究所(I1HCTHTYT

6H0X11則的，遺伝学研究所(胤CTHηTreHeTHKH)，微生物学研究所(陶CTHTyT

朋 Kpo6HOJIOrHH) の4研究所を数えることができる。

1941年末，地理学研究所の本体部分はカザフスタンのアルマ=アタに疎

開した。モスクワに残留した研究員・職員は1942年初め，“モスクワ・グ

ループ"を形成する倒。アルマ=アタでは，資源動員に関する政策提言がこ

の研究所の大きな課題となった倒。“モスクワ・グ、ループ"は，国防人民委

員部諸機関の要請にもとづき，軍用地図の作成などに従事した(日)。

生化学研究所は1941年末，フノレンゼ、市に疎開しはじめ， 1942年の初めま

でに所員のほとんどが移住を完了した。しかし，研究所は研究室ごとに当

地のキルギス国立医学専門学校，フルンゼ第 1製パン工場など 5カ所に分

散され，そのほとんどが上水道と送電設備を欠いていた。そのため，フル

ンゼでは研究所はほとんど機能しえなかった。所員も，モスクワ， トピリ

シ，アルマヱアタ，スィクトゥィヴカルに分散し，それぞれの土地で各自の

課題に従事している様子で研究所としての一体性も危機に瀕していた。そ

れでも，フルンゼでは，砂糖大根の糖分保存の生化学，ビタミン類の生化

学と技術，製パンの生化学的基礎の解明が進められた。赤軍の依頼による

課題も継続されたが，依頼主とは手紙のやりとり以外の連絡方法がなく，

課題の進展には難渋した倒。結局，研究所は，中央アジア諸共和国，とり

わけフルンゼ、を首都とするキルギスの現地の課題に助言を与える仕事が最

も大きな比重をしめることとなった倒。

遺伝学研究所には， 1942年現在，所長ルィセンコ(工且・J1blceHKO:1898-

1976) を含め研究員が10名，実験助手・技手が 5名，農場の働き手が 8名

在籍していたが，この規模はすべてのアカデミー傘下研究所のなかで最小

の規模であった刷。戦争がはじまると，研究所はフルンゼに疎開し，連邦

東部，南東部におけるジャガイモ作付面積の拡大のために，ひとつの種芋

からいくつもの株をえるべく，種芋を切断しその上表部を利用する目的



17 

で，その準備方法と上表部の保存法について，また，その切断した面のヤ

ロヴィザーチャ(春化処理)について研究を進めた刷。

微生物学研究所もフルンゼ市に疎開したが，当地では，キルギス畜産科

学研究所，国立医学専門学校，製パン工場など， 5カ所に分散配置された。

家具の調達を手始めとして，疎開先で研究機能を回復するまでには多大の

労力を要した問。研究所はバクテリア肥料の合理的な活用を通じた主要農

業作物の収穫高増加を目指した研究，外傷治療のための泥浴治療法と泥浴

療養地の開発，バクテリオファージの胃病治療への応用などの研究を展開

した(63)。また，製パンや医療目的のためのビタミンBlを豊富化させたイー

スト菌，酵母の開発，高活性ビタミンBコンセントラートの原料の問題に

も取り組んだ刷。

羽 .結論

空前の規模で実施されたこの疎開のなかで，多くの研究機関ではその研

究態勢に大きな変更がもたらされた。研究機関の戦時疎開は，利用可能な

研究手段の性格に左右されることの大きい実験的研究を中心に，少なくと

も客観的には，戦時研究へ研究者を動員する大きな横杵となった。第 2次

世界大戦中にソ連邦の科学者によってなされた戦時研究の努力は，対独戦

勝利のひとつの要因として広くソヴィエト社会に認められ，科学者とその

集権的な自治的制度である科学アカデミーは戦争を通じてソヴィエト社会

における自らの地位を向上させ，国家機構のなかで強い発言力を保持する

にいたったことは間違いない。

しかし，同時に指摘しておきたいのは，研究所によって，戦時疎開の作

用には大きな差があるということである。物理問題研究所を典型として，

戦争終結が近づいた段階で，さっさと戦前の課題にもどろうとする研究所

もあったが，なかには，核開発研究に深く取り込まれ，多くの研究員をモ

スクワその他に配置させることとなったレニングラード物理工学研究所，

ラジウム研究所，および，レニングラードではなく，モスクワに“帰還"
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した化学物理学研究所など，その陣容の点でも不可逆の変容を経験した研

究所もあった。しかし，“封鎖"下のレニングラードから疎開を実施した研

究所のなかには，その研究員の生命をも多数失うなど，悲惨な経験をした

ところも多い。こうした研究所のなかには，生理学研究所のように戦時研

究に挺身し，結果としてその規模を拡大したところもあるが，多くがその

研究機能を充全には発揮できなかったものと考えられる。また，中央アジ

アに疎開した研究機関は疎開先ではその研究機能をほとんど発揮しえな

かった様子である。

筆者はかつて，科学アカデミーの研究所ーなかんづく物理学研究所に勤

務する物理学者ーと高等教育機関ーなかんづくモスクワ国立大学に勤務す

る物理学者ーとの聞の戦時における処遇の違いが，戦後における両カテゴ

リーの聞の車L磯，嫉妬，憎悪の背景となっていったことを指摘したことが

ある刷。これに照らせは本稿で検討した戦時疎開の影響の研究所聞にお

ける差異が，戦後におけるさまざまな分野にわたる科学者集団聞の力関

係，競争関係などに影響を与えたことは容易に予想されるであろう。クレ

メンツオフが指摘する権力と科学者との間の全体としての“共生"関係側

のなかでも，もうひとつのディメンションとして，こうした分野間の戦時

における処遇の違いから派生する諸問題を措定することはできないであろ

うか。少なくとも，この想定は，戦後旧ソ連邦の科学史を構想する場合，

ひとつの重要な方法論的含意となるのではないであろうか制。

本稿の検討が，今後の!日ソ連邦科学史研究における方法論にたいする示

唆となれば幸いである。

注

(1) さしあたり，隠岐さや香「科学者はいつから存在していたのかJ，中根

未知代他著『科学の真理は永遠に不変なのだろうか-サプライズの科学

史-jベレ出版， 2009年， 103-128ページ参照。

(2) 代表的なものに，E. B. J/(白山町<<COBeTCKa兄HaYlffiB rO，llbI島JIl鵬首OreqeCTB日町0詰
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B郎O晶f晶酎bI)).M，川¥0促CK阻Ba

(ω3ω) この点でで、は， グラ一キナの包括的な労作 (ω3.H. 1吊paKl.釘aιタ<<~泊可e白H貼刷bI蹴I陀eR恥OCαC聞

B ro.ll島刷tIB齢恥e町J刷7

E即f虻町C口T叩OpillI， 20∞0∞Or. )入，コルチンスキ一の，旧ソ連邦における科学動員を追っ

た研究 (3.H. KOJ!lJHHCKHII，“AKa，neMlffi HaYJ{ CCCP H BTopa5I MHPOBa5I BO如a."B

nO.ll. p e.ll.・ 3.H. KOJ!lfHHcKoro， M. E. KOHameBa， <J-IecTop NO.9. Ha rrepeJIOMe. 

Oreqe口問問問HaYI但 BKO日~e XIX-XX配 Ke:HC1D可間引， HCCJIe.ll.O間施担， HC1DpHorpa中間)).

BhIII. 3.σ16. : HecTop-l1cToPlffi， 2005. CC. 313-328. )をあげることができる。

(4) A. Vucinich， Empire 01 knowledge: the Academy 01 Sciences 01 the USSR 

(1917-197の.University of Califomia Press， 1984. pp.199-200. :戦時期のみ

ならず，ロシア/ソ連邦科学アカデミーの全史についても，これまで大

きな学術的関心の対象となっていた。ここに掲げたヴチニッチの包括的

な研究が知られているが，グレーアムの仕事 (L.R. Graham， Science in 

Russia and Soviet Union: A Short History， Cambridge U/P， 1993)もたいへん

有益である。しかし，これらは通史的叙述に傾き，掘り下げが浅いほか，

依拠している資料が今日的な意味ですでに古くなっているという制約が

ある。また，ロシア圏内におけるロシア/旧ソ連邦科学アカデミーの研

究は，近年も，科学アカデミー創立275周年を記念して編纂された浩翰な

年譜が編纂されるなどきわめて活発である(口O.ll.r JIaB. pe.ll..幻'.C.α'HJlOBa， 

<JIeToIIHch POCC凶CKOHAKa.ll.eMHH Hayω. B 4-x T. cn6. : HaYJ{a， 2005-2007.) 

が，その年譜としての性格上，それ自身研究上の関心を充たすものでは

ない。さらに，ロシア国内では，科学アカデミーに在籍した有力な科学

者たちの日記・伝記類の出版があいついでいるが，その多くが顕彰目的

のものであるため，史実の解釈の客観性，公正性に問題があると言わざ

るをえない。

(5) N. Krementsov， Stalinist Science， Princeton University Press， 1997. pp.193-

226. :この点では，科学技術史家コズロフ (6.11.K03JIOB) も，戦争の勃

発とともに，科学研究機関に対する集権的管理システムが大規模な解体
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=分散化臼eu;eHTpamI3alvm) に瀕したため，科学アカデミーの指導的科

学者たちは，とりあえず，第 1次世界大戦期の経験を模倣する方向性を

執ったとする，興味深い指摘を行っている (E.H. K03JIOB， <<N<al{e問先日ay.K

CCCP H HHl{yCrpm1JIH3aU;illI PoCCHH: OqepK COU;HaJIbHOH HCropHH 1925-1963>>. M. : 

Academia 2003r. CC. 142， 143)。なお，クレメンツオフが固有の研究対象

としている遺伝学の分野について言えば，戦時下，党中央で働くジェブ

ラック (A.P. )Ke6paK : 1901-1965) をスポークスマンとしてルィセンコ

反対派がルィセンコとその一派の権威に対抗して，遺伝学の然るべき基

盤をつくるために行動を起こした。この動きは多くの科学者の支持をえ

て，戦後の1946年になって， r細胞遺伝学研究所J設立構想となって具体

化される(Krementsov，Op. cit.， pp.105-107)。これに対するルィセンコの

反撃とスターリンの介入によって，いわゆる狭義の“ルィセンコ事件"

が生起する経過については，拙著『冷戦と科学技術-旧ソ連邦 1945'"'-' 

1955年一j(ミネルヴァ書房 2007年) 142'"'-' 143ページを参照のこと。

(6) Ibid.， p.96. :なお，この段落は同書pp.96-99に依っている。

(7) め'3JIOB，YKa3. COq. B npHM四 aHHH(5)， CC. 140， 141. 

(8) カザンに疎開し，大戦中の1944年に科学アカデミーから分離された自

動装置・遠隔操作研究所(凶CTHTyTaBTOMaT四日 TeJIeMeXa印刷)について

は科学アカデミー文書館には1939年までの資料しか保管されておらず

(ApXHB P赴1.<1めHl{ 444)，戦後の1948年に科学アカデミーから分離され

た細胞学・組織学・発生学研究所(I1HCTHTYTU;HTOJIOrHH， rHCTOJIOrHH H 

9M6pHOJIOrHH :戦後，前掲注(5)に述べた「細胞遺伝学研究所」の基礎とな

ることを見込まれていた)についても同様 (ApXHBPAH.φOHl{ 570)であ

り，調査できなかった。また，機械学研究所(l1HCTHTYTMalllHHOBel{e醐)

については，科学アカデミ一文書館では資料は非公開となっているとの

ことで、あった。当該研究所に直接問い合わせてみたが，返答はいただけ

なかった。カー・アー・チミリャーゼ、フ名称植物生理学研究所(凶CTHTyT

相3H飢 or四 paCTeHHHHM. K. A.丁目M即応eBa:ApXHB PAH. <1めHl{ 390)，凍土学研
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究所(l1HCTHTYTMep3JIOTOBe，lleIDUI: APXHB P AH.φOH，ll 268)，動物形態学研究

所(凶iCTHTyT叩 pφOJIOrHH)KHBOTHhIX: ApXHB P AH.仇 H，ll 669)の3研究所に

ついては，時間的余裕がなく，調査できなかった。

(9) 市川 浩『第 2次世界大戦期における旧ソ連邦科学アカデミーと科学

者集団の動向に関する歴史的実証研究』平成17年度(財)三菱財団人文科学

助成・研究成果報告書， 2006年11月[以下，市川r (2006) と略記]，全31

ページ。市川 浩 r(調査研究報告】戦時下のソ連邦科学アカデミーーそ

の戦時疎開について(続報)-J r広島大学大学院総合科学研究科紀要E

文明科学研究』第 3巻 (2008年12月) [以下，市川 (2008) と略記J，31 

'"'-'50ページ。市川 浩「【調査研究報告】戦時下のソ連邦科学アカデミー

ーその戦時疎開について (III報)-J r広島大学大学院総合科学研究科紀

要E 文明科学研究』第 4巻 (2009年12月) [以下，市川 (2009) と略

記J，33'"'-'50ページ。

(10) Tarゆ OB，M. C.， TapacoB， E. T. H nHcapeBa， C. B.， <@H3閉 ec問 eHHCTHTyThI 

AKa，lleMHH Ha:yK CCCP B ぬ3aHCKOMyrnmepcHTeTe B rO，llbI BeJIHKO首 UTeqeCTBeHHO員

BO如bI>>.Ka3出lli，2005. crp. 5.. 

(11) TaM )Ke， crp. 5. 

(12) TaM )Ke， Cτt. 6. 

(13) TaM )Ke， cc. 8-10. 

(14) CoぬneB，H. H.， "0 Ka3aHCKOM rrepHO，lleφ凶朗(1941 -1943 ) ." B <-伽3IfqeCI姐

HHC閣巧11'HM. n. H. .ne6e，lleBa B rO，llbI BeJIHKO員 UT明 eCTB町田0白BO白色1B 3BaKyalUlli 

(I匂3a貼， 1941-1943r1. h>. MOCKBa 1995. cc. 25， 26. 

(15) 市川r (2006)， 11 '"'-'20ページ。:ただし，原子核研究の飛躍的発展を目

的とする宇宙線研究は大規模にすすめられるようになった。

(16) 向上， 21 '"'-'23ページ。

(17) 向上， 27'"'-'29ページ。

(18) 市川 (2008)，44'"'-'46ページ。

(19) 同上， 46'"'-'48ページ。
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。。 向上， 48~49ページ。

。1) 市川 (2009)，40~42ページ。

ω 向上， 42~43ページ。

ω 向上， 43~45ページ。

(24) TarHjJoB， H JI.Pリ YKa3.CO可.B rrpHMe可制到 (10)，Cτt. 4. 

ωnO)1， rJI出.pe)1，. B. B. A航 ceeBa，<<AKa)1，e阻l..JeCKa兄 HaYKaめaJIa: Ul..JepK即 TOPHH))・

EKaTep聞 6ypr-Ca服 T-neTep6ypr，2007r. CC. 167. 168. また，歴史学・哲学

部 (OT)1，eJIeHHeHCTOp即日 φHJIOCOφHH)，および，工学部附属技術史グルー

プ (fpyrrrrarro HCTOpHH TeXHl1印 刷 OT)1，eJIe四 T印刷ecKHXHaYK)もスヴェル

ドロフスクに置かれることとなった。

。6) TaM )Ke， CC. 170， 171. 

間市 川r(2009)， 36~38ページ。

側向上， 38~39ページ。

(29) 同上， 39~40ページ。

(30) TpaKHHa， YKa3. COl..J.， Cτt. 111. :この点は， G.ボッファの著作でも確認で

きる (G.ボッファ，坂井信義・大久保昭男訳『ソ連邦史(3) 1941-1947 j 

大月書庖 1980年. 73ページ)。

。1)本稿で扱う 7研究所以外には，東洋学研究所(出CTHT円 BOCTOKOBe)1，eHIDI)， 

物質文化史研究所(l1HCTHTYTHCTOpHH MaTepHaJIbHO訪 町JIbTYPbI)，文学研究所

(l1HCTHTYT JIHTepaTypbI)，言語と思考研究所(陥CTHTyT513bIKH H MbIlllJIeHH51) 

など，おもに文科系の研究所が立地していた(口0)1， pe)1， . JIe6HHa， E. JJ.， 

〈ο可ep問日CTOpHHopraHH3aUHH HaYKH B JIeHHHrpa)1，e， 1703-1977)). JIeH即 rpa)1"

“HaYKa" 1980r. CTt. 146. )。

ω ~CbMO O.IO.山MI1l1.Ta3制 CT町 印 刷pe)1，Ce)1，aTeJI5ICHK CCCP A. H. KOCbIr町 O

He06xo辺倒OCTII3BaKya四割.nφTI1H l1Xφ~ No.1454cc. OT 6日間兄 1941r.UHT叩OB釦 O

B E. E.JJbHKOB (COCT.)，ゆ即日KO-TeXHHl..JeCKH首HHCTHTyTB rO)1，bI BeJIHKO品

UTel..JeCTBeHHO詰BO首脳)).cn6. “HaYKa，" 2006. CC. 183， 184. 

ω M. C Co剛 cKIlli(3制 eCTIITeλb)1，HpeKTOpa JIeHHHrpa)1，CKOrO φH3阪 D-TeXH日間CKoro
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HHcTHTyTa AKaJ1，eMlfH Ha戸 CCCP)，“OrlleT0 Hay-qHO-HCCJIeJ1，OBaTeJIhCKO白pa60Thl

HHCTHTYTa 3a 1941r." / APXHBφTI1.φ. 3. On. 2. ，ll. 110/' .71.71. 26-28. 

ω 市川r(2008)， 35'"'-'37ページ。

(35) 市川r (2006)， 24'"'-'26ページ。

(36) “OTIIeT 0 pa60Te PaJ1，HeBOrO HHcTHTyTa AE CCCP 3a 1944r." /MY3eII KfY 

(ApXHB PaJ1，HeBOrO HHcTHTyTaφ. 10n. 1 EJ1，. xp. 103) /.λ 1. 

聞 この段落は，市川r (2008)， 37'"'-' 38ページ，に拠っている。

(38) 江HpeKτup3ほf必iCCCP， aKaJ1，eMHK 3epHoB，“3ooJIor凹 ec回lliHHCTHηTAKa民間引

HaYK CCCP Ha 7 aBrycTa 1941 r ." B 心 anKaaKaJ1，e聞 KaC. A. 3epHoBa>>・/口φA

PAH.φ. 55 On. 1 NO.No. 40 /.71. 29. 

側 J1，. 6. H. B. M.九日OB，凶.A. PyfuOB， K. 6. H. ，ll. 6JIaroBe山田C胞 f札 A.OrJIo6JIHH，

且.TaJIHeB， C. C叩!pHOB“3a旭鷲聞e"CeKpeTaphlO JIel四 rpaJ1，CKOrO06KOM B悶1(6) 

A. A. )KJ1，aHoBY， A. A. KY3Heu，oBY， npeJ1，CeJ1，aTeJIlO fOpHCnOJIKOMa T.日onKoBy12 

酒田ap兄 1942r.B <<CnHCKH H nepeTIHCKa no 3BaK)1au，HH COTPYJ1.HHKOB. 1942， m由aph

12 -HIαIh 15. 21λ.71. (rpynna B JIe印酎rpaJ1，e)>>. I口φ'APAH.φ. 55. On. 1. No. 

No. 13/.71. 1. 

側 H.T. YXHH， "，lloKJIaJ1，Ha51 3anHCKa B npe3HJ1，HYM AKaJ1，eMHH HaYK CCCP. (25 

加 peJI5I 1942) . " TaM)Ke，λ. 9. 

制) “日pOTOKOλNO.1COBMeCTHoro COBe凹世間 PYKOBOJ1，CTBaTaJ1.)KHKCKoroφHJIHaJIa AH 

CCCP H rpyrr匹，1Hayq:HhIX COTPYJ1.HHKOB 300JIOrWIeCKoro HHCTHTYTa， 3BaK)'即OB出品K

H3 r.乃e田町rpaJ1，a.OT 24. N -42r." TaM )Ke，λ. 8. 

ω “CrrHCOK yqeHhIX H PYKOBOM凹取EonlHW:leCKOrO聞 C羽町TaAH CCCp， rrOMoKa山 HX

3BaKyau，HH H3 r. JIeHHHrpaJ1，a Ha MeCTO pa6oThl." B <<CrrHCKH JIHQHOrO COCTaBa 

JI畑町rpaJ1，CKOIIrpyrrf1hl 6悶i(B T.可.YMeplllHX C 1 ceHT兄6p51rro Ma首1942rOJ1，a). 

1942r.>>. /nφtA. PAH.φ. 274. Orr. 1. NO.No.7 / .71. 2. 

任ω3) J1，OKyTopaHT COKOJλIOB， B. C. (3aMecTHTe町也J品7

C白eK印pe訂Ta叩ph口a叩pτ垢6的即pOt凶陶色旬f忙町CげTH町Ty灯Taω)，K. 6. H. MorroToB， 6. H. (Yi可eHhI詰CeKPeTaph 

KOMHCCHH rrO BHeJ1，p倒的)，“BCOBeT 060POHhl CCCP." B <<TeMaTW:Iec悶抗日江田 pa60T
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B悶-IHa 1942 ro，ll. 3aIlliC即日 rrepermCKa rro 060POHHbIM pa6oTaM. 1942r.>>./口φA

PAH.φ. 274. Orr. 1. NO.No.2 / JIJI. 2， 3. 

凶 ACrpOHO叩flIec則前聞CTHTyTAKa，lleMHH HaYK CCCP， BHIJ，e-rrpe3H，lleHTY AKa，lle問日

HaYK CCCP， aI但且創価{UTTO lOnbeBWIY III班1j{'可・ 194たBpaJI兄 1942r.B <<lleperrHcKa 

l匂3加 CKO首rpyrrrrbIl1H-Ta rro BbIIIOJIHeHHIO HayqHOrO旧制 ( 側 e Ta，pacrro問問削

日 T.rr.).12-II-11-XIl>>./日φIAPAH.φ. 334. Orr. 1. NO.No.5 / JI. 2. 

倒 11.)KoHrOJIOB閉 (11.o.江HpeKTOpaAl1 AH CCCP， rrpoφeccop )， 3aM. AKa，ll伽1Ka-

CeKpeTap兄 OφMl1， '-IJIeHy-KoppeCrrOH，lleHTy AH， E. M. BYJI 12 MapTa 42. B 

<<lleperrHcKa COrpy，llHHKOB l1H-Ta， HaXO，ll5lI.IJ.HXC兄 B:lBaKYalJ，HH B Ka3aHb， Ka3aXCTaH 

C JIe郎副rp.fpyrrrro品l1H-Ta rro pa3pa6oTKe Hayq貼 IXrrp06JIeM. 26-VlI -1941 -31-

XII -1942>>. /0φIA PAH.φ. 334. Orr. 1. No.No.10/ JI. 129. 

位。“06b5lC聞 TeJIbHa兄 3arrHCKaK oT~eTy 0 pa60Te coτ'PY，llHHKOB ACrpOHO則~eCKoro

HHcTHTyTa AH CCCP， HaXO，ll5lI.IJ.HXC兄 BJIeHHHrpa，lle 3a BpeM兄 C1-1 rro 1-VI 

1942r." B YKa3. /0φIA PAH.φ. 334. Orr. 1. NO.No.5 / JI. 66. 

仰) “口調Hpa60T AcτpoHOMH~eCKOro HHcTHTyTa AKa民間HHaYK CCCP Ha 1942r." 

TaM iKe， JI. 12. 

ω 改称、の事実は参謀本部軍事地勢調査管理部の研究所宛1944年 8月19日

付書簡 (feHepaJIb也曲凹Ta6，BoeHHO-TorrorpaφH~eCCKoe yrrpaBJIeHHe， ，llHPeKTOPY 

凶-IC刀紅yraTeop四flIecKo.i1aCTPOHOMHH 19 aBrycT 1944r. B <<lleperncKa C ぬ3aHCKO員

rpyrrrro品目HーTarro pa60Te l1HーTa.3-1 -1943 -30-X II -44. >>・/日φAPAH. 

φ. 334. Orr. 1. No.No.4/.λ.141)によって確認できる。

側 λ.A. Op6eJIH，“nJIaH 3BaKYalJ，HHφ'H3HOJIOr~eCKoro HHcTHTyTa HM. AKa，ll.凶.

日.naBJIOBa AKa，lleMHH HayK CCCP H l1HcTHTYTa 3BaJIIOlJ，HOHHO品φ即日OJIOrHHH 

rraTOJIOrHH BbIC凹 e.i1HepBHO員，lle兄TeJIbHOCTHHM. AKa，ll. 11. n. naBJIOBa HK3，llpaBa 

CCCP." B <<CrrHcKH， rreperrHCKa rro 3BaKYalJ，HH COrpy，llHHKOB， HX ceMe品目 HayqHbIX 

聞記抑制OB(B T.可.CIIHC侃 C凹PYJlHHKOBHa 5 ，lleK. 1941r.， OCTaJOI.IJ.HXC5I B JI佃町rpa，lle，

C ，llaTaMH rrocTyrrJIeHH5I). 20 aBr.-5，lleK. 1941r.>>./口φIAPAH.φ. 153. Orr. 1. 

NO.No.13/. JI. 132. 
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(50) “PaCI駅周JIeH配 COTpy，lJ，HHKOBφH3HOJ町 w町 KoroHHcTHTyTa HM. AKa，lJ，. 11. n. 

日aBJIOBaAH CCCP H qJIeHOB HX CeMeII Ha 14加 P町田 1942r."TaM )Ke， JIJI. 200-

203. 

(51)“OT可eT伽3HOJIOrWIeCKoroHHCTH'乃1TaHM. 11. n. naBJIOBa AKa，lJ，eMHH Ha.戸 CCCP

3a rrepooe rro巧1fO，lJ，He1943r. B JI白四rpaAe."B〈命可eT凶町四yra3a 1-oe rrOJIyrO，lJ，He 

1943r. B JIef四 rpa，lJ，e;XapaKTepHCTHKa COTPY，lJ，f四五OB.CfIHCKH HayqHOrO町四eHTap5I，

rrpe，lJ，Ha3HaqeHHOrO K 3Ba時raU;HH. 14 arrp.-24 ，lJ，eK. 1943r.>>./口φ'APAH.φ. 153. 

Orr. 1. No.No.1/ JI. 2. 

倒 JI. A. Op6eJIH，“印刷 3BaKYaU;HH…"， YKa3. B 印刷e羽田副倒， JI. 132. 

ωK. A JI aHre， <，ο可epKHCTOpHH l1HcTHTYTaφH3HOJIOrHH HMeHH 11. n. naBJIOBa: 

K 100-JIeTillO rrepBO首伽3HOJIOr四 eCKO首JIa60paTOp聞 AKa，lJ，eMHHHa戸>>・“Hmta"

JIO， JIe印剖rpa，lJ， 1968. Cτt. 36. 

(54) TaM )Ke， Cτt. 37. 

側 “}ヤa加説 0円eT0 pa60Te Y1HcTHTYTa feorpa中間 AKa，lJ，印刷HHayK CCCP 3a Bp棚

BO員HhI."B <OrqeT 0 pa60Te l1HーTa3a 1943r.>>.!ApxHB PAH.φ. 200. Orr. 1. 

且.66/. JI. 11. 

(56) )lHpeKTop l1HcTHTYTa reorpaφHH AH CCCP， aKa，lJ，. A. A. fpHropbeB，“KaK 

COBeTCKHe reorpaφhI pa6OTaIOT ，lJ，JI5I 060POHhI (10. V1II. 42)." B (命羽田 o pa60Te 

COTpy，lJ，HHKOB HH-Ta 3a 1942r. (，lJ，O 1 aBrycTa)>>. /ApXHB PAH.φ. 200. Orr. 

1.江.59/.λ.2. 

m“OT可eT0 pa60Te比fCTHTyTafeorpaφHH AKa，lJ，eMHH Ha戸 CCCP3a 1943ro，lJ，." 

B (οT可eT0 pa60Te凶fーTa3a 1943r. >>. / Ap氾ffiPAH.φ. 200. Orr. 1. )l. 66/. 

JIJI. 4， 5. 

(58) “UTqeT 0 pa60Te凶fCTHTyTaDHOXHl¥四 AKa府 間HHayK CCCP 3a 1942 ro，lJ，." B 

<<fO，lJ，OBO品CTaTHC官制ec回晶 OTqeTH OTqeT 0 Hay四 O-HCCJIe，lJ，OBaTeJIhCKoII，lJ，e兄TeJIhHOCTH

l1HcTHTYTa 3a 1942r.， MaTepHaJ1bI K OT可eTy恥 /ApXHBPAH.φ. 388. Orr. 1. )l. 

172/.λ. 12. 

(59) "OTqeT 0 BhIfIOJIHeHHH rrJIaHa HayqHO-HCCJIe，lJ，OBaTeJIbC問 Xpa60T l1HcTHTYTa 
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EHOX四回目 AKaJleMHH Ha:戸 CCCP3a 1943 rOJl." B <-命可eT0 HayqHO-HCC7IeJlOBaTeJIbCKO白

且回T町日OC羽， pa6ωe ac問 P加乃1pbIH rro HayqHO-1閣官NeCKO品rrporrar加[Jle凶iC百向lTa

3a 1943r. >>. /ApXHB PAH.φ. 388. Orr. 1. Jl. 184/.λ. 4. 結局，物資不足

と技術的条件の劣悪さから，フルンゼでは実験研究はほとんどできな

かった(“KpaT胞説 OTlJeT0 pa60Te凶iCTHTyTaEHOXHMHH HM. aKaJl. 6axa A. H. 

AKaJleMHH HayK CCCP 3a rrepBoe rrOJIyrOJlHe 1944r." B <οTlJeT 0 HaylJHO-

HCCJIeJlOBaTeJIbCKO員Jle冗TeJIbHOCTH，0 pa6oTax， BHeJlpeHHbIX B HapOJlHOe XO羽詰CTBO，

H rrpOBeJl価到 Hayt町0ーTe)価引eCKO抗日仰nar加j{bI凶 CTHTyroM3a 1944r. ; MaTepHaJIbI 

y OTlJeTY>>. / ApXHB P AH.φ. 388. Orr. 1. Jl. 193/.λ. 50.)。

側 “OTlJeT 0 pa60Te l1HcTHTYTa feHeT剛晶玉印刷 HaYKCCCP 3a 1-訪問抑制

1942 rOJla." B <d1naH pa60TbI HHcTHTyTa Ha 1942r. >>. /ApXl侶 PAH.φ.201. Orr. 

1. Jl. 138/.λ. 9. 

制) ‘口疋加 pa60TbI地 cTHTyTafeHeTHKH AKaJle問 HHaYK CCCP Ha 1942 rOJl." TaM 

)l{e， JIJI. 1 -4. ジャガイモ作付面積拡大のために，種芋の上表部を切断し

て種子とする方法はルィセンコ自身が提案したものとされ，研究所内

では彼の学説を補強する成果と考えられた(“OTlJeT0 pa60Te YlHcTHTYTa 

feHeT班倒 AKa民間mHaYK CCCP 3a 1942 rOJl." TaM況e，λ.7)。

側“OT可eT0 HayqHo-HCCJIeJlOBaTeJIbCKO品目 HayqHOーrrpOH3BOJlCTBeHHO員pa60Te3a 

1942 r." B 心TlJeT0 HayqHO-HCCJIeJlOBaTeJIbCKO首pa60Te凶iCTHTyTaH JIa60paTOp凶

3a 1942 r. >>. / Ap氾ffiPAH.φ. 199. Orr. 1. Jl. 125 /. JI. 28. 

側 “OpHeHTHpOBO四凶 rrJIaHHa 1941-1942 r.r." B <伐HOBHbleHarrpaB府四回 pa60T

YlHcTHTYTa (OpHeHTHpOBOlJHbI訪日JIaHHa 1941-1942 r.r.). >>. / APXHB P AH.φ. 

199. Orr. 1. Jl. 117 /.λJI. 33， 34. 

制 “Hayt丑副首 OTlJeT0 pa6ωe rr 0 rrOJIYlle印刷pO)l{)l{e員， o6ora凹eH蹴 BHTaMfH0MB1." 

B <οT可eT0 pa60Te JIa60paTopH品目 rro OTJleJIbHbIM TeMaM 3a 1941 r. >>. / APXHB 

PAH.φ. 199. Orr. 1. Jl. 118 /.λ. 6. 

側拙著『冷戦と科学技術一旧ソ連邦 1945""'-'1955年-.L99""'-' 153ページ。

倍。 Krementsov，Op. cit.， pp.193-226. 
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制 たとえば， 1962年，数学者にして科学行政家であったラヴレンチェフ

(M. A JIaBpeHTbeB : 1900-1980. 1957-75，科学アカデミー副総裁。科学

アカデミー・シベリア支部長として，アカデムゴロドク建設を指導し

た)が「多くの数学者(ジョン・フォンニノイマンなど)の亡命によって

世界の数学のセンターがアメリカに移り，ソ連邦の偉大な数学者たちが

物理学の領域に移ったにもかかわらず，われわれは充分に才能ある集団

を確保しえた。エヌ・エス・フルシチョフが強力で，組織的な支援を与

えてくれたのであるJ(M.λaBpeHTbeB，1owIaAHa兄3armCKa3aM. npe~Ce~aTe.7I兄

CM  CCCP 0 nO~rOTOBKe MaT倒 aT山町胞1xKa~poB." 07. 02. 62. /Hayqf副首 apXHB

CH6HpCKoro OT~e~eHHH POCC胡CKO品 AKa~eMHH HaYK.φ. 27. On. 1. Jl. 76. /. 

λ. 4. )と，時の最高権力者フルシチョフ (H.C. Xpy凹 匂 :1894-1971. 

1953-64，党第一書記。その後失脚)への感謝の言葉を述べるとき，彼は

物理学にたいしてすっかり風下に置かれていた数学者のノレ・サンティマ

ンを覗かせているのである。

【附記】:本稿は，平成17年度(財)三菱財団人文科学助成，平成19"-'21年度目

本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究(C))，および，例日本証券奨学財

団の平成19年度(第34回)助成による研究成果の一部である。(財)三菱財団，

(財)日本証券奨学財団には厚く御礼申し上げたい。

また，この調査研究をすすめるにあたって，数多くの現地の研究者の協

力を仰いだ。ここに彼らの言葉で感謝の意を表しておきたい:ABTOP 6~aro~apHT 

羽 田内引onOMO凹bc~e~YfO出回刷: HaTa~H naB~OBHa CK岬 OBa(HayqHbrH apXHB 

Ypa~cKoro OT~e府四回PoCC助CKOÌÌ AKa~e問問 HaYK)， I1pHHa feoprHeBHa TapaKaHOBa 

(ApXHB POCC目前CKO白 AKa~eMHH HaYK)， HaTa~b兄 CereeBHa npOxopeHKo (CaHKT-

neTep6yprc凶物~M ApXHBa PoCC凶CKO首脳府剛 HaYK)，CTe.Ma B.na~HMHPoBHa 

nHcapeBa (MY3eII HCTOpHH Ka3aHCKoro rocy~apcTBeHHoro YHHBepCHTeTa)， 32IYap~ 

L色p山 eB凹ぬm四 iC凶 (ωmσ一日erep6yprc凶 和 田 制 凶iCTInyraHCTOpllli eCTeCTB03Haf四

日 TeXHHKH HM. C. 11. BaBH~oBa POCC凶CKO品 AKa~eMHH HaYK)，江HaHa出fKo~aeBHa



28 ソ連邦科学アカデミーの戦時疎開に関する一考察

CaBeJIheBa ( Ca出 T-OeTep6yprc悶詰 φHJmaJI凶fCTHTyTaHCTOpHH eCTeCTB03HaHHH H 

TeXHHKH HM. C. 11. BaBHJIOBa PoCC凶 CKO品AKa，lleMHHHaYK) ， DOPHc DOPHcoBWI ，llh駅 OB

(刀例制rpa，llC酬仰3HKO-TeXHH4eCKHH聞 CT町 THM. A.φ1. l10qゆeFbcc凶CKO前知a，lle鵬

HaYK)， IOPI説J1eoHoBWIK品 目HCKH品(Pa，llHeB副 HHCTHTyTHM. B. r. XJIOTIHHa)， OKCaHa 

，llru町 IOBHaC剛 OH佃 o(凶fCTJITYTHCTOpHH eCTeCTB03H世間 HTeXHl組問. C.I1. Bas叩lBa

Fbcc凶CKO首AKa，lle剛 HaYK)，HX COrpy，llHHKH H ，llPy3hH MOH. 


